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年次 後期開講期 必区分 30時間数 2単位

小﨑弘輝担当教員
実務
経験

プロデューサー
職種

変革期を迎えている音楽業界では、ただ一つの技術を持っていても生き残る事が非常に厳しい現実がある。自分の専
門分野のみの知識に頼らず俯瞰的に業界を見渡す事の出来る技術も今後重要となっていく事が予想される。この授業
では音楽業界に於ける様々な職種や企業を知りその相互関係性を学ぶ事で、幅広く長く業界で活躍の出来る考え方を
身につける。また社会人としてのマナーに限らず音楽業界特有の留意点なども学ぶ。

授業概要

まずは音楽業界に存在する主な職種や企業の名前など、業界常識とされる知識とマナーを理解する。その後、各職種
の業務内容とその相互関係について詳細に理解。最終的にそれらの職種と自分自身の希望する職種の関係性を考え、
オリジナリティにあるビジネスプランを就職面接の段階から企業に提案出来る人材育成を目指す。

到達目標

配布資料の業界マップを中心に、各職種の仕事内容や現状を具体例を交えながら説明。ベーシックな業界の概要を理
解したところで、グループに分けて実際にアーティスト写真を見ながら楽曲を聞いて、具体的なプロモーションプラ
ンを立てて発表する機会を作り実施。その中で身近なメディアと音楽業界の企業がどの様に繋がり、どの様にして多
くの人間まで届くのかを理解していく。

授業方法

試験60%(知識及び技能のほかに思考・判断・表現を評価する)、授業内発表20%(知識及び技能のほかに思考・判断・
表現を評価する)、平常点20%(主体的に学習に取り組む態度を評価する)

成績評価方法

専門学校は、社会人としての行動・あり方を学ぶ「職業訓練」の場であるという考え方から、他の授業・実習と同
様、出席状況については厳しく評価する。また、授業中の態度（居眠り、私語など）にも厳しく対応する。卒業後の
自分自身の生きる糧・力を得るものであり、自分自身のこととして主体的な考え方を持ち、積極的な姿勢で授業に参
加してほしい。なお、授業時数の４分の３以上出席しない者は定期試験を受験することができない。

履修上の注意

適時、講師より教材を配布する。

教科書教材

有

講義種別

回数 授業計画

第１回

前期の振り返り

第２回

音楽パッケージの売り上げ推移などを資料を参照して、わかる。

第３回

著作権ビジネスについて更に深いところまで具体例を含めてわかる。
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第４回

世界的な音楽ビジネスの流れと日本独自の音楽ビジネスについて、相違点と共通点がわか
る。

第５回

今後の業界展望を考え、具体的に自分自身がどの様に関わっていくかを長期的なビジョン
を作成する。

第６回

前期で行ったプロデュースプランの精度を上げるため、再度新しいアーティストでプロ
デュースプランをグループで作成。

第７回

前回の反省点を考察、さらに幅広い業界の関係性と共に世界的なプロモーションについて
わかる。

第８回

プロデュースプランの完成。

第９回

音楽業界に就職して、長く続けていくために大切な事がわかる。

第１０回

面接対策として、配布の質問に時間制限を作り解答、各質問に対する解答例を提示。

第１１回

面接対策として、配布の質問に時間制限を作り解答、各質問に対する解答例を提示。

第１２回

面接対策として、配布の質問に時間制限を作り解答、各質問に対する解答例を提示。

第１３回

面接対策として、配布の質問に時間制限を作り解答、各質問に対する解答例を提示。

第１４回

面接対策として、配布の質問に時間制限を作り解答、各質問に対する解答例を提示。

第１５回

後期授業の総括と共に試験対策をする。それと共に進路に対して春休みから準備を行う必
要性について理解し実行する。
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